
※裏
う ら め ん

面は、釣
つ

るためのテクニックを紹
し ょ う か い

介 !!

レンタル釣
つりぐ

具
当
とう

ガイドは、釣
ちょうこう

行に「必
ひつよう

要なもの」から「道
どうぐ

具の扱
あつか

い方
かた

とセッティング」、「釣
つ

るコツ」を紹
しょうかい

介。
一
いちどとお

度通して読
よ

んで、万
ばんぜん

全な状
じょうたい

態で釣
つ

りに出
でか

掛けましょう!!

ガイド 船
ふね

ビシアジ、イカ釣
づ

りセット
マアジ、イカバージョン安心あん

しん

爆
ばくちょう

釣への道
み ち

は
熟
じゅくどく

読にアリ !!

お買
か

い物
もの

リスト

ビシアジ
仕
掛
け

クラッチを押
お

すとスプール
の 回

かいてん

転 が フ
リーになる。
道
みち

糸
いと

を出
だ

した
い時

とき

に使
つか

いま
す。 

道
みちいと

糸を巻
ま

くため
のとってです。 

スプールに道
みちいと

糸を
均
きんとう

等に巻
ま

く装
そうち

置。
ハ ン ド ル を 巻

ま

く
と、この部

ぶぶん

分が左
さ

右
ゆう

に動
うご

きます。 

回
まわ

して道
みちいと

糸の出
でぐあ

具合
いを調

ちょうせい

整します。

※船
ふなやど

宿には、小
こもの

物や仕
しか

掛け、エサを
用

ようい

意しているところがあります。
必
かなら

ず出
でか

掛ける船
ふなやど

宿に必
ひつよう

要なものを
確認してから購

こうにゅう

入しましょう。
インターロック付

つ

きヨリモドシ

スナップ付
つ

きヨリモドシ
でも構

かま

いません。

「フィールドプライヤー」や「偏
へんこう

光サングラス」などは、『ゴールドマ
ニュアルブック』の154ページを参

さんこう

考に用
ようい

意しましょう。

★出
でか

掛ける前
まえ

に必
ひつよう

要な小
こもの

物を購
こうにゅう

入

船
ふなやど

宿が指
してい

定したハリスの号
ごうすう

数や長
なが

さを
用

ようい

意。船
ふなやど

宿で購
こうにゅう

入するのが一
いちばんあんしん

番安心です。

これで1日
にちたの

楽しめます。通
つうじょう

常
は船

ふなやど

宿が赤
あか

タン（赤
あか

く染
そ

め
た5㎝角

かく

のイカ）を配
くば

ってく
れます。ただし濁

にご

り潮
しお

に強
つよ

い
イソメまでは…。用

ようい

意してお
くと役

やくだ

立ちます。

エサ 赤タンまたはイソメを1パック

中
ちゅうがたかた

型片テンビン

一
いっぱんてき

般的に腕
わんちょう

長30
～ 50㎝前

ぜんご

後を使
つか

います。

ロッドホルダーは、ほと
んどの船

ふなやど

宿でレンタル
できますが、確

かくにん

認して
おきましょう。

★釣
つ

るための準
じゅんび

備 釣
つりぐ

具の特
とくちょう

徴と正
ただ

しいセッティングをマスターして快
かいてき

適な釣
つ

りを！

【ベイトリールと電
でんどう

動リールの特
とくちょう

徴】

3 道
みちいと

糸に仕
しか

掛けをセット
① 道

みちいと

糸で８の字
じ む す

結びを作
つく

る。

② 箱
は こ が

掛けにする

スプール（糸
いとま

巻き）が回
かいてん

転して
糸
いと

を巻
ま

き取
と

るタイプ。ベイトリール

レベルワインド

ドラグ
ハンドル

クラッチ

【釣
つりぐ

具のセッティング】

1～4、または5の順
じゅん

でセットしよう

1

2

3

つまみを回
まわ

して圧
あつ

を調
ちょうせい

整します。ファ
イト中

ちゅう

、魚
さかな

の引
ひ

きに
ハリスやリーダー
が耐

た

えきれず負
ま

ける
（切

き

れる）寸
すんぜん

前に、ラ
インが出

で

るように
セットします。詳

くわ

し
くは、ゴー ルドマ
ニュアルブック133
ページをチェック！

ドラグ調
ちょうせい

整
も行

おこな

おう

悪
わる

い例
れい

良
よ

い例
れい

1 ロッドを組
く

み立
た

てる

2 ロッドのガイドに道
みちいと

糸を通
とお

す

良
よ

い例
れい

・悪
わる

い例
れい

　穂
ほさき

先から順
じゅん

に継
つ

いでいくこと。継
つ

ぎ目
め

の根
ねもと

元を持
も

ち、ジョイ

ント部
ぶ

を合
あ

わせ、軽
かる

くねじ込
こ

むように押
お

し込
こ

みます。道
みち

糸
いと

を通
とお

すガイドを一
いっちょくせん

直線にすることも忘
わす

れずに ！

　①親
おやゆび

指をクラッチに載
の

せ、下
した

に押
お

し
込

こ

んでクラッチを切
き

って道
みちいと

糸をフリー
にします。②レベルワインドに道

みち

糸
いと

を
通
とお

し、③先
せんたん

端のガイドまで通
とお

しきった
ら、道

みちいと

糸にゆとりを持
も

たせます。
　その後

ご

、④クラッチを上
あ

げて戻
もど

す
か、ハンドルを１回

かいま

巻いてクラッチを
戻
もど

して終
しゅうりょう

了です。

1 2 3 4

　８の字
じむす

結びの箱
はこが

掛けで道
みちいと

糸の先
せんたん

端をイ
ンターロック式

しき

、またはクリップ付
つ

きヨリ
モドシに結

むす

び、各
かく

仕
しか

掛けを取
と

り付
つ

けます。

ベイトリールの巻
ま

き上
あ

げを
電
でんどうか

動化したリール。電
でんどう

動リール

仕
しか

掛 け の 位
いち

置 を 表
ひょう

示
し

。タナ合
あ

わせの目
め

安
やす

になります。

このつまみを上
じょうげ

下させ
ることで巻

ま

き上
あ

げス
ピードが変

か

わります。

ベイトリール同
どうよう

様です。

レンタル釣
つりぐ

具では付
ふぞくひん

属品と
して、コンパクトバッテ
リーを２個

こ

貸
か

し出
だ

していま
す。ジョイント部

ぶ

のネジを
しっかり止

と

めて海
うみ

に落
お

とさ
ないようにしましょう。

　ロッドをつなぎ、道
みちいと

糸をガイドに通
とお

し、インターロック付
つ

きヨリモドシに結
むす

びます。そしてテンビン、
ビシ、仕

しか

掛けをつなぐだけです。ロッドの穂
ほさき

先（先
せんたんぶ

端部）はデリケートなので、やさしく扱
あつか

いましょう！！

5

投
とうにゅうき

入器 1つ

狙
ねら

う水
すいしん

深によって号
ごうすう

数
（重

おも

さ）が異
こと

なるので、
船

ふなやど

宿で要
ようかくにん

確認です。

クッションゴム １～２本
ほん

太
ふと

さ１～ 1.5ミリ
の30 ～ 50㎝が、
一

いっぱんてき

般的です。

クラッチ

バッテリー

回
まわ

して道
みちいと

糸の出
でぐあ

具合
いを調

ちょうせい

整します。

●ロッド
　ホルダー

ビシアジには…

仕
しか

掛け

２〜３つ用
ようい

意

イカには…

ビシ 1つ

釣
つ

るエリアによって、大
おお

きさや
形
かたち

、重
おも

さが決
き

まっています。ほと
んどの船

ふなやど

宿でレンタルすること
ができます。

オモリ ２～３個 基
きほん

本的
てき

に船
ふなやど

宿で
借

か

りることがで
きますが、事

じぜん

前
に連

れんらく

絡を入れて
おきましょう。

釣
ちょうこうぜんじつ

行前日までに○要
ようじゅんび

準備！
疑

ぎもん

問があったら釣
つりぐてん

具店に!!

その他
ほか

あると便
べんり

利グッズ

ビシアジ用
よう

仕
しか

掛け

各
かく

イカ用
よう

4
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7

1

4

3

ラインをふたつ
折
おり

にします。 

二
にじゅう

重になったラ
インで輪

わ

を作
つく

り
ます。 

ラインがクロスする部
ぶぶん

分を左
ひだりて

手
の親

おやゆび

指と人
ひとざ

差し指
ゆび

でつかみます。 

輪
わ

の中
なか

に右
みぎて

手
の人

ひとざ

差し指
ゆび

を
入
い

れて１回
かいてん

転。

③のあの部
ぶぶん

分
の輪

わ

に通
とお

しま
す。 

あに通
とお

したラインを引
いん

っ張
は

って締
し

めこめば、８の字
じむす

結びの完
かんせい

成です。

８の字
じむす

結びで作
つく

っ
た輪

わ

をヨリモドシ
の アイに 通

とお

しま
す。

輪
わ

を開
ひら

い
て、ヨリモ
ドシをく
ぐらせま
しょう。 

 道
みちいと

糸を引
ひ

きます。

きっちり引
ひ

いて、結
けっそくかんりょう

束完了です。

あ

2

外
はず

しやすいように、
もうひとつ結

むす

ぶ

取
と

りはずしを楽
らく

にするために結
むす

びをふたつ作
つく

り、ふたつ目
め

で
できた輪

わ

にヨリモドシを結
むす

びましょう。ひとつ目
め

の輪
わ

を引
ひ

け
ば、取

と

りはずしが簡
かんたん

単にできます。

道
みちいと

糸

片
かた

テンビンは、腕
うでさき

先
のクリップに仕

しか

掛け
をセットしましょう。

ビシアジ用
よう

各
かく

イカ用
よう

③ クリップにテンビン、
　 もしくは仕

し か

掛け類
るい

を
　 セット

4、5
クッションゴム、仕

しか

掛け
を付

つ

けて終
しゅうりょう

了
　片

かた

テンビンの腕
うでさき

先にある
クリップを開

ひら

き、クッショ
ンゴムをセット。その先

さき

に
あるクリップに仕

しか

掛けを付
つ

けて完
かんりょう

了です。

5
仕

しか

掛け、オモリをつけて
完

かんりょう

了 クリップ部
ぶ

にオモリのアイ
（環

わ

）を通
とお

して止
と

めます。

大
おお

きさ２～３号
ごう

１～２個
こ

1つ

3

仕し
か掛
け

水
すいしんけい

深計 パワーレバー (アクセル)

ドラグ



仕
しか

掛けを海
かいめん

面に落
お

と
したら、素

すばや

早くテン
ビンをつかみ、リー
ルのクラッチを切

き

っ
て落

お

とし込
こ

みます。
　 な お 電

でんどう

動 の 場
ばあい

合
は、仕

しか

掛け落
お

とす前
まえ

に、電
でんげん

源が入
はい

ってい
るかを確

かくにん

認。リセッ
トボタンで電

でんどう

動リー
ル の『 水

すいしんけい

深 計 』 の
数

すうじ

字を“ゼロ”設
せってい

定
にしましょう。

★釣
つ

り方
かた

のコツ：ビシアジ 編
へん

船
ふねづ

釣りのポイントは、海
かいていふきん

底付近から３ｍ前
ぜんごうえ

後上の
タナを狙

ねら

います。マアジの外
げどう

道でサバが良
よ

く釣
つ

れ
ますが、これは棚

たな

が高
たか

い証
しょうこ

拠と覚
おぼ

えましょう。

★ポイントはココ

　船
ふなづ

釣りでは、気
きづ

付かぬうちにラインが穂
ほさき

先
に絡

から

まっていることが多
おお

くあります。そのま
まキャストしてしまったりすると事

じこ

故の元
もと

。
マメにチェックして快

かいてき

適に楽
たの

しみましょう。
　また、取

と

り込
こ

み時
じ

の仕
しか

掛け（テンビンやビ
シ）の巻

ま

き込
こ

み過
す

ぎも多
おお

く見
みう

受けられます。こ
ちらも穂

ほさき

先を痛
いた

めることにつながるので
要
ようちゅうい

注意。穂
ほさき

先の20～ 30cmくらい手
てまえ

前で仕
し

掛
か

けを止
と

める癖
くせ

をつけましょう！

仕
しか

掛け投
とうにゅう

入と回
かいしゅうほう

収法
●ビシアジ釣

つ

りの場
ばあい

合

穂
ほさきがら

先絡み
注
ちゅうい

意！
！

※かたずけ上
じょうず

手は、釣
つ

り上
じょうず

手！
　返

へんきゃくびぜんじつ

却日前日までに、しっかり
　お手

てい

入れを!!
　レンタル釣

つりぐ

具は、返
へんきゃくび

却日までにはお
手
てい

入れをし、元
もとどお

通りに梱
こんぽう

包しましょう。
また釣

つりぐ

具にキズを付
つ

けたり、壊
こわ

してし
まった場

ばあい

合は、その箇
かしょ

所をメモに残
のこ

し
て箱

はこ

の中
なか

に入
い

れましょう。

ロッドをたたむ
場

ばあい

合は…
バッド部

ぶ

の継
つ

ぎ目
め

から順
じゅん

に外
はず

して行
い

きましょう。
ジョイント部

ぶ

がキツク締
し

まっている場
ばあい

合は、継
つ

ぎ
目
め

の部
ぶぶん

分を持
も

ち、雑
ぞうきん

巾を
絞
しぼ

るようにネジりながら
引
ひ

くとうまく抜
ぬ

けます。
くれぐれも先

せんたん

端を持
も

って
外
はず

さないこと。穂
ほさき

先が折
お

れてしまうので要
ようちゅうい

注意！

※穂
ほさきがら

先絡みや巻
ま

き込
こ

み過
す

ぎに要
ようちゅうい

注意！

　自
じぶん

分はもちろん、他
ほか

の人
ひと

に踏
ふ

まれて折
お

れることがよく
あります。ロッドを置

お

く場
ばあい

合は、荷
にもつ

物に立
た

て掛
か

けるなど、
地
じめん

面に寝
ね

かせないように置
お

きます!!

※むやみにロッドを
　地

じめん

面に置
お

かない！　

投
とうにゅうほう

入法

回
かいしゅうほう

収法

！

1

2

3

4

12

3

1
2

仕
しか

掛けを指
しじ

示されたタナまで巻
ま

く間
あいだ

がポイント！
コマセをシャープに振

ふ

り出
だ

して魚
さかな

を誘
さそ

っておこう

巻
ま

き込
こ

み
過

す

ぎ注
ちゅうい

意！

①手
しゅどう

動はハンドル。電
でんどう

動な
らパワーレバーのアクセル
をひねって道

みちいと

糸を巻
ま

き上
あ

げ
ます。
②竿

さお

を立
た

ててテンビンが
手

てもと

元にくる位
いち

置まで巻
ま

いた
ら、ロッドホルダーに竿

さお

を
かけ、竿

さお

を起
お

こしながらテ
ンビンをつかみましょう。
ビシをコマセバケツの中

なか

に
入

い

れて、ハリスを手
たぐ

繰り寄
よ

せて終
しゅうりょう

了となります。

●イカ釣
つ

りの場
ばあい

合

投
とうにゅうほう

入法
オモリを前

ぜんぽう

方に軽
かる

く投
な

げるだけで済
す

む“投
とうにゅう

入
器

き

”を使
しよう

用します。投
とうにゅうまえ

入前に穂
ほさき

先に道
みちいと

糸が絡
から

ん
でないか？　リールのクラッチをオフにして
いるかの確

かくにん

認を忘
わす

れずに行
おこな

いましょう。

回
かいしゅうほう

収法

投
とうにゅうき

入器にツノをしまう手
て

と、新
あら

たなツノをつかむ手
て

にわけ、リズムよく収
しゅうのう

納していきます。最
さいしょ

初のツノを
投

とうにゅうき

入器にしまう時
とき

、空
あ

いている手
て

は幹
みきいと

糸を滑
すべ

らせ、ふ
たつ目

め

のツノをつかむのがポイントです。

その後
ご

はツノを持
も

ち変
か

え、同
どうよう

様につ
かんで行

い

き、最
さいご

後のオモリまでゆる
めないように手

たぐ

繰り寄
よ

せましょう。

　竿
さお

を立
た

てて最
さいしょ

初のツノが手
てもと

元にくる位
いち

置まで巻
ま

きます。その後
ご

ロッドホル
ダーに竿

さお

をかけ、竿
さお

を起
お

こしながらツノをつかみましょう。ひとつずつツノを
引

ひ

き上
あ

げて投
とうにゅうき

入器の端
はし

から入
い

れていき、最
さいご

後のオモリを船
ふな

べり下
した

の棚
たな

に置
お

い
て完

かんりょう

了です。

仕
しか

掛 け が 絡
から

ま な
い よ う す ば や く
投
とうにゅう

入。ビシが底
そこ

ま
で付

つ

いたら、糸
いと

フ
ケ を 取

と

り ま し ょ
う。

船
せんちょう

長からの指
しじ

示ダ
ナ の 半

はんぶん

分 ま で 巻
ま

き上
あ

げたら、一
いちど

度
シャープにロッド
をアオリ、コマセを
振

ふ

り出
だ

す。ちなみに
PEラインは１ｍず
つラインにマーキ
ングがあるのでそ
れを参

さんこう

考に巻
ま

き上
あ

げましょう。 さらに1ｍ巻
ま

き上
あ

げたとことで、再
さいど

度コマセを振
ふ

り出
だ

し、ゆっくりと３ｍのタナまで巻
ま

き上
あ

げます。

しばらくタナで待
ま

っていると
マアジが食

く

ってくるので、ビシ
をむやみに動

うご

かさないこと。も
しアタリがなかったら、再

さいど

度１
ｍビシを下

さ

げて、同
どうよう

様の作
さぎょう

業を
行
おこな

いましょう。

エサとエサ付
つ

け
食
しょくべに

紅で赤
あか

く染
そ

めたイカを5
㎜角

かく

に切
き

った（赤
あか

タン）は
チョン掛

か

け。アオイソメは
１㎝くらいにカットして
通
とお

し刺
さ

しましょう。

コマセは8分
ぶんめ

目程
ていど

度
詰
つ

めるのが基
きほん

本だ
詰
つ

めすぎれば出
で

が悪
わる

く、少
すく

ないとすぐなくなります。
目
めやす

安は、ビシカゴの8分
ぶ

程
てい

度
ど

で、仕
しか

掛けを回
かいしゅう

収する時
とき

に全
すべ

てを出
だ

し切
き

っている
状
じょうたい

態がベストと言
い

えます。

★釣
つ

り方
かた

のコツ：イカ 編
へん

スルメとマルイカは底
そこ

から中
ちゅうそう

層。ヤリイカは
底
そこふきん

付近に棲
せいそく

息し、３種
たね

ともエサとなる小
こざかな

魚や
甲
こうかくるい

殻類を追
お

い求
もと

め移
いどう

動しています。

★ポイントはココ

スルメはシャープなシャクリ！
ヤリはソフトなリフト＆フォールで
誘って乗せる!!

仕
しか

掛けを落
お

とす
時
とき

は 竿
さおさき

先 を
海

かいめんちか

面 近 く に 下
さ

げ、道
みちいと

糸の出
しゅつ

を
サポート。素

すばや

早
く仕

しか

掛けが落
お

と
します。

底
そこふきん

付近でツノをソフ
トに揺

ゆ

らしてアタリ
を待

ま

つのがヤリイカ
の攻

こうりゃく

略です。

船
せんちょう

長からの指
しじ

示ダナの範
はんい

囲をギュンギュン
ギュンとハードに攻

せ

めること。イカからのシ
グナルがない場

ばあい

合は、上
あ

げた分
ふん

の道
みちいと

糸を巻
ま

き
ながらロッドを海

かいめん

面に戻
もど

し、同
どうよう

様に探
さぐ

り、指
しじ

示
ダナの上

じょうげん

限まで行
おこな

いましょう。

4

誘
さそ

いのアクションは、こんな感
かん

じ

誘
さそ

いのアクションは、こんな感
かん

じ

底
そこふきん

付近でシェイキン
グ。スッテをブルブル
と揺

ゆ

らし、マルイカに
アピール。そして抱

だ

き
つきたくても抱

だ

けな
いようにします。

揺
ゆ

れを止
と

め、スッ
テに抱

だ

きつきやす
くします。マルイ
カは、チャンスと
ば か り に 跳

と

び つ
き、夢

むちゅう

中で抱
だ

いて
きます。

マルイカの誘
さそ

いは、
シェイキング＆ストップ

1

2

船
せんちょう

長 か ら の
指

しじ

示 ダ ナ の
範

はんいない

囲内をシャ
クリ上

あ

げて探
さぐ

るのがスルメ
イカです。

取
と

り込
こ

みは、一
いってい

定の構
かま

えとスピー
ドで巻

ま

き上
あ

げること。ポンピング
や巻

ま

き込
こ

みスピードを変
か

えるとイ
カがバレます。ツノのカンナ（ハ
リの部

ぶぶん

分）にはカエシがありませ
ん。最

さいご

後まで糸
いと

をゆるめないよう
にして仕

しか

掛けを回
かいしゅう

収しましょう。

ベタ底
そこ

で、仕
し

掛
けを上

じょうげ

下にゆっ
くりと誘

さそ

い上
あ

げ
たり、下

さ

げたり
してヤリからの
アタリを待

ま

ちま
しょう。


